
地域振興部

地域振興課

Ⅰ 計画調査費

１ 持続的な地域づくりを推進するため、地域づくり情報の提供や研修交流会の開催等によ

２

題解決促進事業 実施するとともに、地域の資源や人材を活かした地域づくりの取組を行う市町村や民間

団体等を支援した。

３ 地域固有の資源を核とした魅力のある地域づくりの推進に取り組む市町村等へ補助した

ト支援事業

４

事業 域の活性化を図った（補助１件）。

５

業 に向けた取組、半島振興計画の推進など、半島振興に資する各種事業を実施した。

６

組織等を活用し地域の活性化を促進した。

７

略事業

８

９

ンター運営事業 現地案内等を実施した。

10 地域コミュニティの活性化や交流人口の拡大を図るため、現存する空き家等を改修し、

11 市町村等と一体となって地域の振興を図るために要する経費及びまち・ひと・しごと創

生寄附活用事業に要する経費の財源に充てるため、地方創生応援税制（企業版ふるさと

り、地域づくり団体の取組を支援した。

138,375 125,313 各振興局がそれぞれの地域課題を把握し、その地域に合った独自の事業を振興局自らが

翌年度繰越額

3,000

わがまち元気プロジェク 2,000 2,000

53,100 38,377地域活性化支援事業

振興局地域づくり支援課

未来を彩る花の郷づくり 713 640

わかやま移住定住総合戦 154,261 142,185

地域の賑わいづくり拠点 5,000 5,000

77,595

（ 予 算 額 ） （ 決 算 額 ）

本県への移住を推進するため、移住フェアや相談会の開催、仕事と暮らしの体験メニュ

向けて、オンラインプラットフォーム「わかやまＦＵＮＢＡＳＥ」を構築した。

移住支援金等支給事業 39,024 28,350 東京一極集中の是正及び県内中小企業等における人手不足の解消に資するため、移住先

ーの提供や空き家利活用の支援等を行うとともに、地域の活性化を担う関係人口創出に

わかやま移住定住支援セ

未来の景観資産となる花の名所を創造し、交流人口の増加や地域への愛着醸成により地

紀伊半島地域振興対策事 9,655 9,623 紀伊半島の振興と活性化を目的に、半島地域振興対策協議会による半島振興施策の充実

交流企画事業 33,429 29,066 本県の自然、歴史、文化などを活かし、地域づくりを推進するため、移住に関する全国

39,182 38,593 本県への移住を推進するため、移住・定住に関する総合相談窓口の運営、移住希望者の

の市町村と共同で移住者に対して支援金を支給した。

整備支援事業

納税）に係る寄附金を積み立てた。

交流拠点として整備した市町村を支援した。

地域振興基金事業 130,000

（補助２件）。
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Ⅱ 土地利用対策費

１

じて総合的かつ計画的な県土の利用を図った。

２

Ⅲ 水資源対策費

１

２

事業

３

業

総合交通政策課

Ⅰ 企画総務費

１

業 国際空港の需要喚起に取り組んだ。

Ⅱ 交通対策費

１

峡ルート・広域高速鉄道 軸構想の実現を図るため、要望及び広報活動を実施した。

促進事業

２

業

３

送サービスの改善のため、（公社）和歌山県バス協会及び（公社）和歌山県トラック協

会に対し助成した。

４

事業 市、紀の川市とともに助成した。

５

業 して助成した。また、地域交通の利便性向上等のため、交通事業者が実施する交通系Ⅰ

Ｃカード決済システムの導入、大型二種免許の取得に要する経費等を助成した。

土地利用調整事業 3,543 2,698

大滝ダム維持管理負担事 38,844 38,567

紀の川流域地域整備振興 3,173 3,136

16,106

地域公共交通計画推進事 19,678 13,577 地域交通の課題を抱える市町村に対し支援アドバイザーの派遣や、実証運行の経費に対

和歌山電鐵貴志川線支援 26,746 26,746 和歌山電鐵（株）が行う輸送の安全を確保するために必要な設備の整備に対し、和歌山

７月１日を基準として県内213基準地点の地価を判定し、公表を行った。

和歌山県土地利用基本計画による土地利用の総合調整や土地売買等届出制度の運営を通

1,957 太平洋新国土軸構想推進協議会等との連携のもと、紀淡海峡ルートを含む太平洋新国土太平洋新国土軸・紀淡海 2,109

大滝ダムの維持管理費等に対する県の利水負担金を支出した。

水資源対策事業 704 508 水資源の有効活用の促進を図るとともに、その重要性について啓発活動を実施した。

地価調査事業 16,213

公共輸送機関の輸送力の確保、コスト上昇の抑制を図るとともに、地域交通における輸

関西国際空港全体構想促進協議会等との連携のもと、集客・利用促進事業等により関西286447関西国際空港整備促進事

紀の川流域地域の振興を図るための和歌山県地域振興基金を積み立てた。

145,787 地域間幹線系統を運行する路線バス事業者に対し、運行に伴う欠損額及び車両購入に係

る車両減価償却費を助成した。また、紀ノ川駅のバリアフリー化に係る工事費用につい

地域交通確保維持改善事 151,462

て、事業者への補助事業を実施する和歌山市に対し助成した。

運輸振興助成事業 143,881 143,881
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６ 燃料等の高騰により大きな影響を受けている交通事業者及び貨物自動車運送事業者の負

担軽減を図るため、燃料費等を助成した。

デジタル社会推進課

Ⅰ 企画総務費

１

力向上を目指すため、和歌山県情報化推進協議会への参画等を行った。

Ⅱ 計画調査費

１

理事業 運営を行うとともに、館内情報システムの保守運用等を行った。

２

継局運用保守事業 のＦＭ中継局の運用保守を行った。

３

プロジェクト推進事業

４

プロジェクト事業

５ 和歌山デジタルクリエイ

ティブ拠点創出事業

６ 県職員ドローン技術向上

研修

観光振興課

Ⅰ 物産観光斡旋費

１ 首都圏・東海圏における観光情報発信及び観光客誘致活動の拠点として、東京観光セン

ター及び名古屋観光センターの運営を行った。

Ⅱ 観光費

１

の提供、観光統計調査等を行った。

県観光連盟、市町村及び各観光関係団体と連携し、観光客の誘致を図るため、観光情報

デジタル化推進事業 7,491 4,571 官民連携等により、地域社会のＤＸを推進し、デジタルを活用した課題解決と地域の魅

防災・減災ＦＭラジオ中 21,486 21,397

観光客誘致対策事業 114,597 110,917

観光センター運営事業 19,306

者支援事業

情報交流センター運営管 143,803

19,291

大規模災害時等の情報伝達手段の確保とラジオの難聴解消のため、整備した県内６箇所

142,223 特定非営利活動法人和歌山ＩＴ教育機構を指定管理者として、情報交流センターの管理

課題解決型デジタル活用 10,000 9,998 デジタル技術を活用して本県の課題解決を図るため、県内をフィールドとした実証事業

を実施した。（テーマ：生活保護担当ケースワーカーの業務効率による支援対象世帯と

の対面訪問時間の充実）

ｅスポーツの推進を目的として、高校生によるｅスポーツの取組を支援するとともに、ｅスポーツわかやま推進 15,324 15,043

ｅスポーツを普及させるためのイベントを開催した。

19,995 19,994 創造性豊かな若者等が集い、互いに高めあう場としてゲームクリエイターコミュニティ

を開設・運営し、コンテストや成果発表のためのイベント等を開催した。

5,712 5,627 ドローンを活用して県庁内の業務効率化を図るため、講義や実技訓練等を実施し、ドロ

ーン飛行における知識や技能を持つ県職員を養成した。

わかやま交通・運輸事業 104,694 104,694
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２ わかやま「観光力」推進 本県が有する多彩な観光資源を活用し、地域と一体となって魅力ある観光地づくりに取

３

４

ー運営事業 を行った。

５

観光交流課

Ⅰ 観光費

１

信、県内事業者と旅行会社との商談会の開催、ＳＮＳ・海外メディアを通じた情報発信

２

地での下見支援など、受入態勢の充実を図った。

３

備事業

ＥＡＴ  ＷＡＫＡＹＡＭＡ」の運用及び利用登録促進等を実施した。

４

５

６ 本県への高級宿泊施設誘致のため、アドバイザー協力のもと、国内外のホテル事業者及

び投資家等を招聘してのＦＡＭツアーを行う等、積極的なプロモーション活動を実施し

た。また、下記２件の成果についてプレスリリースを行った。

・令和７年８月18日、ソルト・コンソーシアム社との包括連携協定の締結

・令和７年12月23日、強羅花壇社による高級宿泊施設の新設計画について

活用した情報発信等を行った。

世界遺産の保全・活用及び情報発信の活動拠点である和歌山県世界遺産センターの運営和歌山県世界遺産センタ 10,406 8,642

事業

世界遺産等推進事業 30,757 29,866 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全・活用の推進と周知・啓発及び日本遺産を

査研究、普及啓発、教育学習、観光振興等の事業を行った。

147,769 142,526 海外からの誘客に向け、旅行博出展や現地旅行会社への営業などの海外現地プロモーシ

ョン、旅行会社・メディアの取材支援、海外観光プロモーターを活用した営業・情報発

等を行った。

96

り組むとともに、戦略的な観光プロモーションを行った。

海外

61,077 地域での活発なジオパーク活動を進めるため、南紀熊野ジオパークセンターを拠点に調66,149

業

地プロモーション、首都圏旅行会社等への旅行商品造成支援及び広報活動を実施した。

サービス産業誘致促進事 25,484 20,950

7,000 外国人観光客が紀伊半島をストレスなく周遊できるよう、バス停等における多言語案内

熊野白浜リゾート空港の利用促進を図るため、国際チャーター便の誘致へ向けた海外現

国際観光推進事業

外国人観光客受入環境整 20,237 20,209 外国人観光客が快適・安心・安全に県内を周遊できる環境を整備するため、高野・熊野

地域通訳案内士育成、飲食店の多言語メニュー作成支援及び多言語検索ウェブサイト「

外国人観光客受入環境高 7,000

教育旅行誘致推進事業 6,441 4,122 国内外からの教育旅行の誘致拡大を図るためのプロモーションを実施するとともに、現

受入校数 県内 県外

205,740 202,066

ジオパーク推進事業

熊野白浜リゾート空港・ 67,750 62,597

地域活性化事業

度化事業 表示等の整備を実施するなど、公共交通の利用環境の充実を図った。

5 58 33
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